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補足メモ
・診断方針については方針内容で報告書の内容が把握できるような記述とし、できるだけ

詳しい記載でモデル化についても診断者としてどう判断したのかも記載すること。
　　

· 診断考察についても診断者としてどう判断したのか明確で詳しい記載とすること。
· 鉄骨耐力計算は第三者が見てもその計算仮定が解る様に記述すること。

· メカニズム応力図と要素耐力図は一致していることを確認して、各部位の応力が部材耐力

以下であることを確認すること。

・実態調査用紙の調査結果については、現場での調査内容を詳しく記載すること。















